




〔目的〕 

サーモグラフィーは,関節炎の活動性評価法としても簡便でかつ有用なものとされている。

JRAの診断上,また治療効果の判定上,関節症状は最も重要な事項の1つであるが,それはサ

ーモグラフィーにより,より客観的にまた鋭敏にとらえることが期待できると思われる。今

回は手背サーモグラムにより検討を行なった。 


